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ジー社会の系譜｡第29回プリマーテス研究会｡
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生理研究部門

大島 活 ･目片文夫 ･林 基治 ･野崎真澄 ･

清水慶子1)

研究概要

1)マカクザル胎児の感覚系発達に関する生理

学的研究

大島 沼 ･桁水慶子

外部の音声が子宮内に到達することは,すでに

音感度マイクロフォンにて証明ずみだが,次に聴

性誘発反応が,胎生日数によってどのように変化

してゆくかを,現在は,出産厄前及び妊娠120日

前後の胎児について検討中である｡妊娠120日の

胎児では,出産厄前の胎児ほど著明な誘発反応は

認められないが,それでも3-5時の山を持つ反

応が見られ,この胎生時期にすでに胎児は聴性能

を有することは明らかである｡今後は,更に80日,

60日胎生について追試する｡

こういった聴覚テス トを皮切りにして,視覚あ

るいは皮膚感覚反応の発達についても追究してゆ

きたい｡これらの生理学的実験を援用するために

Bスコープ,胎児心電計などを用いている｡

2)血管平滑筋の電気生理学的研究

目片文夫

くi)血管平滑筋は一般には活動電位を発生させな

い｡これはこの筋細胞が刺激一応答連関において

速い反応を示す必要性がないことに対応している｡

これまで微小電極法により一個の細胞として,こ

の筋細胞の電気的性質をしらべてきたが,今後は

パッチクランプ法によりこの細胞のイオンチャン

ネルについてしらべ,この細胞膜のもつ特舛性,

特に活動磁位を欠く点について明らかにする｡

(ii)冠状血管平滑筋の神経支配は動物柱間により

大きく異なる.そこでヒトに類縁的に最も近いサ

ル(主にニホンザルを使い)のこの組織の神経支

配について微小唱極法によりしらべる｡

3)神経ペプチドの個体発生に関する研究

林 基治

マカク属サル大脳皮質におけるVIP,ソマト

スタチン,P物質等の神経ペプチドの発現機序を,

各ペプチドに対する特異ラジオイムノアッセイ法

で解析している｡本年は,胎生期120日ですでに

3校のペプチドは皮質内に同定される事,満期に

1)教務職員
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致るまで各ペプチドは急mするが成仏では,全て
のペプチドは減少する･汀tを兄いtlIした｡
4)神経活性物門の大隅皮Tl内分Tri特性

什 ?LtL的
マカク踊サル大脳皮円各機能部位円の神経ペプ
チドや,コリンアセチルトランスフェラーゼ,●グ

ルタミン酸デカルボキシラーゼ活性を測定し,各

活性物矧ま各校能部位間でbq･･なった分花特性をも

つラバを兄い出した.

5)詔長旅の生鮮リズムの発現機序

野崎員澄

詔良知の生Flrlリズム,特にニホンザルの季節実

刑の巾枢調節機序を明らかにする目的で,現在,

(1)ゴナドトロピンや性ステロイドホルモンの分泌

動憶,(2)性ステロイドホルモンのフィードバック

槻序,(3)各印税休下部ホルモンや下垂体ホルモン

の局在性とそれらの生産一細胞の機能状憶や生刑腺

の機能状態の季節的変化などに関する研死を進め

ている｡

6)視床下部-下垂体系の系統発生

野崎Bj:澄

下等脊椎動物から詔長矧 こ至る視床下部一下垂

体系の進化の過程を明らかにするため,各削 封l

下垂体一腸管ペプチドの系統発生的な出現時期や

局在性,系統発生的意義などについて,主として

免疫紐孤化学的手法により調べていろ｡
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生化学研究部門

竹中 修.景山 節. 中村 仲･硯岡一雄1)

研究概要

1)ヘモグロビンを指按としたマカカ屈の系統

解析

竹中 修 ･竹中晃子3)

ヘモグロビン(以下Hbと略)を分子指標とし

てマカカ属の系統関係の解析を進めている. 1)下

北半島のニホンザルに85%という極めて高い退伝

子琉度で発見された変災型Hbの構造を決定し,

先に報告したHblzuであることを明らかにした｡

2)インドネシアのカニクイザルに新しく見出した

1)教務職員

Hbの新分子極R,Tのa鎖の構造を解析した｡

ニホンザルのa鎖と比較するとRは55Ile,78His,

Tでは8Thr,78Hisに置換していた｡ 3)イン

ドネシア国スラウェシ島のマカカ屈サルについて,

総合的な調査(文部省科学研究費,海外勤行調査)

の機会を得,同良7種の血液試料を持ち帰ってい

る｡Hbの構造によるそれらマカクの系統,種分

化の解析を開始した｡

2)霊長類リンパ球抗原に対するモノクローナ

ル抗体の作製

村山裕｣ ≧竹巾 修

二ホンザルの リンパ球 (主にT細胞 )に対す

るモノクローナル抗体を作製し,その特性を分析

している｡末梢血T細胞分画で免疫して得たモノ

クローナル抗体のうち1つは,ヒトの場合に相同

な分子虫12万のニホンザルT細胞抗原(Tp120)

を認識している串が明らかになった.この抗ニホ

ンザル抗体を用いて詔長獄の系統関係の検討を開

始した｡また抗体の特異性スクリーニングの際,

細胞株を用いるのが標準手段なのでiB良好iのccll

libraryを確立すべく白血球の細胞株化を行って

いる｡

3)血液成分からみた望長珠の発達

竹中晃ヂ 2竹巾 修

二ホンザルの発達に伴う各種血液試白質の勅使

を調べてきた｡その中で,血祭アルカリフォスフ

7クーゼ(ALP)活性を校分すると成長曲線を

描くことができ,骨格の成長曲線と著しい相関を

示すことが判明した｡現在,マカカ屈7モ凱 チン

パンジー,フサオマキザル等の発達に伴うALP

値を測定しており発達との関連で比較する｡

4)詔長類のペプシノーゲンとペプシンの梢造

･挺能･分子進化に関する研究

東山 田

ニホンザルペプシノーゲンのプロガストリシン

成分の全一次構造を決定し,機能との相関を調べ

た｡また既に決定しているA成分,及び他動物成

分との構造の比較を行い,ペプシノーゲンが群素

の分子進化を解析した｡

5)詔長類の分子系統と進化

巾村 仲

フィプリノペプチドを分子指標としてオナガザ

ル亜科(マカク孝乱 グエノン類,ヒヒ封i)の系統

2)大学院生 3)研修員
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